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欧米のDigital Humanities

 2000年代初期

 “A Companion to Digital Humanities” published in 
2004

 Association of Digital Humanities Organization 
(2002-2005） by related associations of Europa and 
North America

 Humanities Computing 前史

 1940年代から創始

 1970年代に学協会の設立
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A Companion to Digital Humanities
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published in 2004
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著作権等の都合により、

ここに挿入されていた画像を削除
しました

書籍の表紙
Susan Schreibman, Ray Siemens,

John Unsworth
A Companion to Digital 

Humanities
（Wiley-Blackwell、2004年）

http://www.digitalhumanities.or
g/companion/

https://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/4.0/


ALLC from 1973 to EADH 2012

11:22:01 AM
UTokyo Online Education 2018 CC BY-NC-ND学術俯瞰講義 下田正弘

EADH
https://eadh.org/
CC BY 3.0

https://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/4.0/


ACH from 1978

11:22:01 AM
UTokyo Online Education 2018 CC BY-NC-ND学術俯瞰講義 下田正弘

ACH
www.ach.org
CC BY 3.0

https://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/4.0/


DH2006@Sorbonne, Paris

11:22:01 AM
UTokyo Online Education 2018 CC BY-NC-ND学術俯瞰講義 下田正弘

https://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/4.0/


UTokyo Online Education 2018 CC BY-NC-ND学術俯瞰講義 下田正弘

Institutional Support for Digital Scholarship in
the Arts, Humanities & Social Sciences
Harold Short
http://www.nwu.ac.za/sites/www.nwu.ac.za/files/files/f-letwys/NE/sawdh-1502-2.pdf
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はじめに（自己紹介）

1. インド哲学仏教学

1. 古代インド仏教聖典の編纂過程の探究

2. サンスクリット語、チベット語、漢語etc.の古代文献

2. 大蔵経テキストデータベース化プロジェクト

1. 1994年～（2008年初版公開、2012, 2015, 2018改訂）

2. 初版公開の費用約5億円、約300人の研究者の参画

3. 1億1千万字数、27000超種類の漢字他

4. 国際プロジェクトとの共同（国立情報学研究所、Digital Dictionary 
of Buddhism, 国立国会図書館、フランス国立図書館…）

3. 日本デジタル・ヒューマニティーズ学会の設立

1. 2011-2012年
2. 国際デジタル・ヒューマニティーズ学会連合メンバー
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人文学と文化の基盤

1. 「知は力なり」

1. 知は〔国の〕富の源泉

2. 資源や知識は交換と利用を通して価値となる

2. 人文（科）学的知と自然科学的知

1. 自然科学＝新発見によるシステムの更新

2. 人文（科）学＝価値の再発見と再表現

3. Cf. 時間の相違（宇宙的時間、歴史的時間、体験的時間）

3. 知創成の基盤整備と発信力

1. 世界秩序を構築する知識構築の制度化

2. 世界における大学の役割

3. 日本独自の知を構築・発信する意義
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新言語環境の出現

1. 情報通信技術革命の進展（1960～、1990～、2000～）

2. 存在と意識と言語の密接な関係

1. 言語＝有限な音声と文字の組合せによる厖大な存在と意識
の表記

2. 二進法による表記言語化 digitization の驚異的席巻

3. 自然言語の伝統的表記からコンピュータ言語が介在する表
記への大移動

4. 自然言語とコンピュータ言語（programing language, 
markup language）との混成言語状況の出現
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知識世界の新環境の出現

1. 資料デジタル化の重要性

1. 一次資料（資源）所有の強味

2. 可視化される世界の知識と共有化への要請

3. 日本独自の資料構築の必要性（日本、東洋、仏教研究等）

2. デジタル化資料の評価、再利用

1. 一次資料の適切な利用法の確立

2. 一次資料へ研究成果を連結した知識体系の構築

3. 共同研究による知識基盤の共有

3. 世界の諸知識基盤との連携（ネットワーク化）
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人文（科）学のあらたな可能性

1. 専門化と普遍化という背反する目的の実現
1. 紙媒体（二次元平面）にある人文学の限界

2. 図書として個別の場所に固定され収蔵された知

2. デジタル媒体への移行
1. 個別の収蔵所を超えた知識の発信、交換、融合

2. 国際標準化の急速な進展

3. Digital Humanities人文情報学
1. 世界の人文系諸学に共有可能なテクストのデジタル表現

2. Markup言語によるテクストの表現階層の複層化

3. 既存知識をデジタル媒体上で再構造化

4. 複数の次元の事象を同一地平で表現する技術
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Digital Humanities のイメージ

デジタル媒体とウェブ （Cf. 武田英明（国立情報学研究所）

本、史資料、事物、造形物

歴史学的方法 思想的、言語・文学的方法
行動科学的方法

Digital Humanities人文情報学
（情報学・情報理工学との協働）
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